
ひまわりずかん ～ぼくのエルドレッド～ 
呉市立荘山田小学校 第１学年 重田 陽希 

《研究作品の概要》 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・試験管や吸水ポリマーを使って根の観察ができるように工夫した。 

 ・葉の写し絵や根の模型をつくるなど，表現方法を工夫した。 

 ・愛情をもって育てられるように，ヒマワリに「エルドレッド」と名前を付けた。 

 

○ 分かった点 

 ・ヒマワリの種は，指の第１関節分（1.5cm）の深さの穴を開けて植えるとはやく芽が出る。 

 ・ヒマワリの種はとがった方から根が出てくる。だから，とがった方を下に向けて植えるとはやく芽

が出る。 

 ・ヒマワリの種類によって花や葉，茎などに違いがある。 

 ・ヒマワリは一本の太い根から細い根がたくさん出てくる。 

 

○ もっと追究したい点 

 ・他の種類のヒマワリを育て，今回研究したヒマワリと同じところや違うところを調べたい。 

 

 

《審査評》 

生活科でアサガオの種を植えた時に，先生が「指の一本目まで土に穴を開けて植えてね」と教えて

くれたことをきっかけに，もっと種を深く植えたらどうなるのかを知りたくなった児童が，ヒマワリ

の栽培・観察したことをまとめたものである。子供らしい思いや願いを出発点として，根気強く観察

を続ける過程で，ヒマワリへの愛情を深めていったことが感じられる，大変意欲にあふれた作品であ

る点において，極めて優れた作品である。 

 

  



外でもひんやり大作戦 

呉市立広小学校 第２学年 相原 直 

《研究作品の概要》 

 

  

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

 ・すずしい場所のきまりを知るために，ぼくの町ですずしい場所を探したこと。 

 ・すずしい場所を作るために，多くのじょうけんを考えてじっけんをしてみたこと。 

 ・同じじっけんや計測を三回以上くりかえしたこと。 

 ・けっかや分かったことをひょうやグラフにまとめたこと。 

 

○ 分かった点 

 ・外でもすずしい場所の竹林や神社の日かげで，３℃～５℃，日なたより気温が低かった。 

 ・日かげを作り，こおったペットボトルや氷水を置き，せん風きで風をおくると，日なたより１℃～

４℃すずしくなること。 

 ・気温は，じょうけんを作ると最大４℃は下がったが，長い時間その気温を続けることはむずかしく，

目ひょうとしていた室内のような気温は作れなかった。 

 

○ もっと追究したい点 

・外でも気温を４℃下げることができたから，もう少し気温を下げる方ほうを見つけたい。 

・さむいきせつに外でもあたたかい場所を見つけたい。 

・外でもあたたかい場所を作る方ほうを見つけたい。 

 

 

《審査評》 

エアコンをつけた部屋で扇風機の風に当たると更に気持ち良くなる経験から，外で飼っている犬の

ために夏でも涼しい場所を作りたいと考え，本研究に取り組んでいる。比較を中心とした実験を根気

よく行い，自然の中にある涼しい場所の条件を見いだし，それを基に涼しい場所作りに挑戦した，極

めて優れた作品である。 

 

 

 



続 トマトのとう度と水やりのかん係（日当たりのちがいでとう度はかわるのか） 

 東広島市立三ツ城小学校 第３学年 池田 陽那乃 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・正かくな水分量で調べるため，トマト用の雨よけテントを使った。 

・台風や大雨の時は，雨水が入らないように屋根のある所になえを動かした。 

・とう度をはかり，食べた感想を書くために，一つのトマトを半分に切って調べた。 

 

○ 分かった点 

・とう度の高いトマトをしゅうかくするには，水やりの量を少なめにして，日当たりのよいところで

育てるとよい。 

・トマトの収穫量を多くするには，水やりを多くして，日当たりの悪いところで育てるとよい。しか

し，あまりにも日当たりが悪すぎると収穫量が少なくなってしまう。 

・水やりの量が多いからといって，トマトの苗が大きく（高く）なるわけではない。だが，トマトの

できる早さは，水やりの量が多い方が早くできる。 

 

○ もっと追究したい点 

・ひとえだにできるトマトを少なくしたら（てき果），とう度が変わるのかを調べてみたい。 

・終わりになるにつれて，トマトが小さくなっていったので，さい後までミニトマトらしい大きさの

トマトを育てる方法を調べてみたい。 

・今回の研究で，太陽からのえいようでしゅうかく量やとう度が変わることがわかったので，今度は

土からのえいようで，しゅうかく量やとう度が変わるのかを調べてみたい。 

 

 

《審査評》 

この研究は，昨年度のトマトの糖度や収穫量と水やりの量についての継続研究として，日当たり良

さも糖度や収穫量に関係があるのではないかという疑問をもち，追究したものである。トマトの栽培

を続ける中で生じた疑問について，丁寧に根気よく観察や調査を行い，自分なりの結論を導き出して

いる極めて優れた作品である。 

 

 



トンボは飛行の達人 

熊野町立熊野第一小学校 第４学年 安宗 栞那 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・トンボを弱らせないようにして，はねのつくりをじっくり観察するためにとう明シートにはさんだ

り，はねの形を記録するためにとう明な紙にかき写したりした。 

・トンボがはねをどのように動かして飛んでいるのかを調べるために，ビデオさつ影したトンボの飛

ぶ様子を１コマずつ再生しながら，はねの動きをとう明シートに写し取った。 

 ・トンボの前ばねと後ろばねのはたらきを調べるために，トンボのはね型の紙グライダーを10種るい

つくって飛ばしてみて，それぞれの飛び方のちがいを比べてみた。 

 ・トンボのはねが，ホバーリングのような動きをするのに適した形であるかどうかを調べるために，

竹とんぼや「エアスピン」のはねをトンボのはねの形にしたものに変えて飛ばしてみて，その飛び

方を比べてみた。 

 ・トンボのはねの動かし方が，より自由自在な飛び方をするために，なぜ都合がよいのかを調べるた

めに，人差し指と中指にトンボのはね型シートを着けて，チョウのはねの動きとトンボのはねの動

きをしてみたときのろうそくの火の消え方やゆれ方，水槽の水の動きのちがいを比べてみた。 

 

○ 分かった点 

・トンボのはねをじっくり観察してみると，前ばねと後ろばねは，チョウのように重なっているとこ

ろがほとんどなく，はねの長さが体長の0.75倍くらいで，チョウの約半分くらいであることなどが

分かった。 

・トンボは，チョウのように左右のはねを同時に同じ方向に動かすのではなく，両前ばねと両後ろば

ねを交互に動かすこと。また，４本のはねを不規則に動かすことができることなどが分かった。 

・トンボの前ばねと後ろばねは，チョウのようにはっきりと役目がちがうわけではなく，グライダー

の実験では，前に力強く進む役目をしているという結果だった。 

 ・トンボのはねの形は，ホバーリングのような動きをするのに適した形であることがわかった。 

 ・トンボのようなはねの動かし方は，チョウのようなはねの動かし方より，空気の抵抗が小さいので，

その分，すばやくはねをそう作して，チョウより自由自在に飛ぶことができる。 

 

○ もっと追究したい点 

・命をつなぎ続けるために，いろいろな昆虫がどんなにすぐれた能力を持っているのかについて，こ

れからも調べていきたい 

 

 

《審査評》 

この作品は，トンボのはねの形やホバーリングなどの飛行に興味をもち，制作した紙グライダーや

竹とんぼの飛行軌道等を撮影し，昨年度研究したチョウと比較しながら考察を深めてまとめたもので

ある。トンボの飛行の仕方について，予想を立てながら，根気強く精密な観察と検証実験を行い，丁

寧に記録しながら論理的に考察しており，極めて優れた作品である。 



甘いミニトマトを沢山作るには？ ～ミニトマトの水分研究パート２～ 

安田小学校 第５学年 津谷 そよか 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイントなど》 

 

○ 工夫した点 

・研究を開始する前に，なにをどうしたいのか，計画をしっかり立てた。また，研究の途中で，何度

も計画の修正を行い，計画に沿った研究を行った。 

・結果を出すときに比較しやすいようにグループ分けを考えた。 

 

○ 分かった点 

・水分制限をする時期は，早すぎてはだめなことが去年の研究でわかった。今年の研究で，第九花房

が開花したころから水分制限を開始したら，糖度の高いミニトマトができることが分かった。 

 

○ もっと追究したい点 

・与える水分が塩分だったら，糖度はさらに高くなるのか，機会があれば研究をしてみたい。 

 

 

《審査評》 

昨年度の研究で，ミニトマトは水ストレス（水やり制限をする）がある場合に糖度が上がることを

突き止めた。今回は，おいしいトマトをたくさん収穫するための水やりの条件を，実験しながら探っ

ている。結論として，第９花房が開花した後に水やり制限をすると，おいしい実がたくさん収穫でき

ることが分かった。実験によって，実の味や数と水やり制限の関係を明らかにし，当初の目的を達成

した極めて優れた作品である。 

 

 



温度の計算ドリル日記 ～温度の足し算の公式をみつける～ 

呉市立広小学校 第６学年 相原 潤 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・２種類の温度の水をまぜあわせた場合の温度変化を調べるため，10℃ずつの多くの温度で実験した

こと。 

・２種類の水温だけでなく，地面や空気と水温をあわせた場合の温度変化も調べたこと。 

・アルコールランプや氷などを使い，作りたい温度の水を正確に作ったこと。 

 

○ 分かった点 

・２種類の温度の水（湯）をまぜあわせると，２種類の水（湯）の温度の合計を２で割る温度になる

ということが分かった。 

・アスファルトに水（湯）をかけると，アスファルトの温度の合計を２で割り，10℃たした温度にな

るということが分かった。 

・土の地面に水（湯）をかけると，土の温度と水（湯）の温度の合計を２で割った温度になることが

分かった。 

・空気のふくろに水（湯）を入れても，空気と水（湯）の温度の合計を２で割った温度になることが

分かった。 

 

○ もっと追究したい点 

・水や湯で実験したが，水や湯以外の液体をまぜあわせた場合の温度変化も調べ，そのきまりを見つ

けたい。 

 ・天候や気温による温度変化へのえいきょうを調べ，そのきまりを見つけたい。 

 

 

《審査評》 

太陽の熱で温まったアスファルトに水を撒くと温度が下がることに疑問をもったことをきっかけ

に，温度の違うものを混ぜ合わせた時の温度変化について実験を行い，データをまとめたものである。

データを基に，温度が違うものを混ぜ合わせた時の温度変化について，公式を導き出そうとしている。

綿密に実験計画を立て，根気強く実験を行い，実験結果を丁寧に分析，解釈している。さらに，その

結果を基に温度変化の公式を導き出すなど，科学的探究心が感じられる極めて優れた作品である。 

 

 



          広い海から小さなプラスチックごみをあつめる方法について 

       広島市立幟町小学校 第２学年 永原 慎一朗 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜科学賞委員会特別賞＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・実際に海を観察するために海岸へ行くと，とても広く，スケールが大きすぎた。そこで，もっと観

察しやすくなる方法はないのか，海砂を持ち帰り，研究方法を考えた。 

・プラスチックケース（いしょうケース）に砂を入れて水を張り，左右に揺らすことで海岸と海を再

現し，色々な種類のプラスチックの動きを観察したこと。 

 

○ 分かった点 

・小さなプラスチックは波にゆられて，だんだん一か所に集まる。 

・浜辺によくプラスチックごみが打ち上げられるのは，砂との間にまさつがおきるから。 

・岸ぺきや岩の近くなど，海水がぶつかりやすい所では，うずのような水の動きが起きやすいので，

ゴミがたまりやすいことが分かった。 

・水の中でのプラスチックのただよい方を実験したことで，①うく②しずむ③一つの場所にとどまる

という特徴を見つけたが，これらの特徴を利用しても全部のプラスチックを一度に集める方法は見

つけられなかった。 

 

○ もっと追究したい点 

・プラスチックはうく，しずむ，一つの場所にとどまるなど，特徴のある動きをするので，集めるの

が難しかった。それが，今世界で問題になっている理由だとよく分かった。あみですくうなど，一

つの方法でプラスチックを集めることはむずかしかったが，ポンプで水を吸い上げ，細かいあみで

こすなど，回収方法を組み合わせることで，より多くのごみを集めることができるのではないか，

試してみたい。 

 

 

《審査評》 

世界中でプラスチック製のストローを使用することをやめようとする動きがあることをニュース

で知り，海に浮いたり沈んだりしているプラスチックごみを一つでも多く集めたいと考えた。子供ら

しい素朴な興味から出発し，プラスチックの性質について調べ，その性質を利用した集め方を考えて

いる。大変意欲が感じられる優れた作品である。 

 

 



空気の流れと力 ～なぜ飛行機は飛べるのか～ 

呉市立呉中央中学校 第２学年 細井 悠華 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・空気の流れの変化や，翼面積，角度，揚力，風速の関係などを調べるために，模型をつくった点。 

・実験で得た結果を，実物大に補正した点。 

 

○ 分かった点 

・球体を通り過ぎた空気は，球体の裏側で渦を巻いていた点。 

・翼面積と揚力の関係は比例である点。 

・飛行機は，仰角15°だと浮き上がる点。 

 

○ もっと追究したい点 

・今回作った模型は，非常に小さいので，今度はさらに大型の模型を作って実験していきたい。 

 

 

《審査評》 

この作品は，鉄でできた飛行機が飛ぶことに疑問をもち，飛行機の翼の模型を製作し，翼の角度や

風速と揚力との関係について実験し，実際の飛行機が浮かぶ条件を満たすかについて追究してまとめ

たものである。日常生活から生じた疑問を，自作の実験装置で精密な実験を行い，文献にも当たって

調べ，科学的に追究した極めて優れた作品である。 

 

  



干潟のカニの乾燥対策その２ 先島諸島の干潟に棲むカニの吸水毛から見出した新知見 

広島学院中学校 第３学年 齊藤 直哉  澤村 涼大  橋本 大輝 

第１学年 石川 直太郎 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・昨年はカニの種類が少なかったため，種類を増やすために沖縄の先島諸島に遠征に行った点。また，

干潟のカニの生息域を明らかにしたかったため，レーザー距離計を用いて地盤高を調査した点。 

 

○ 分かった点 

・吸水毛にはくびれ型と羽毛型があり，くびれ型の毛はスナガニ上科のみが保持していたが，羽毛型

の毛はスナガニ上科，イワガニ上科ともに持っている点。 

・スナガニ上科の生息域の地盤高を調査した結果，吸水毛の発達具合と水面からの距離に相関関係が

見られた点。 

 

○ もっと追究したい点 

・イワガニ上科のカニではわからないことが多いので，フィールドワークを行って，生態を明らかに

したい。 

・カニのサンプルを増やすために東南アジアに遠征したい。電子顕微鏡を使って形状をくわしく調べ

たい。 

 

 

《審査評》 

  昨年までの研究で明らかにした干潟のカニがもつ仮称「吸水毛」が日本甲殻類学会で認められ，今

年は先島諸島で採集したサンプルを加え研究した。同じタイプの吸水毛が異なる分類群に見られるの

は，平行進化によるものだと考えた。また，地盤高が低い泥質干潟に棲む種の吸水毛には泥に対する

フィルターの機能があるという可能性にも言及しており，今後の発展も期待できる極めて優れた作品

である。 

  



ヤママユガの不思議 ～過齢幼虫の発生原因を探る Part2～ 

広島市立翠町中学校 第１学年 篠原 龍之介 

《研究作品の概要》 

 

 

 

  

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・ヤママユガの幼虫をえさの葉の硬さや日照時間等の条件をもとに４つのグループに分け，過齢幼虫

が発生するかどうかを調べたこと。 

 

○ 分かった点 

・過齢幼虫の発生原因には葉の硬さや日照時間によって感じるストレスが関係していること。 

・過齢幼虫になり，６齢，７齢と齢の数が多ければ多いほど，幼虫は大きな繭を作ること。 

 

○ もっと追究したい点 

・どのようなストレスが過齢幼虫の発生に関係しているのか追究していきたい。 

・ストレス以外の原因もあるかどうか調べていきたい。 

 

 

《審査評》 

昨年度からの継続研究であり，ヤママユガの過齢幼虫が生じるしくみをさらに深く探究した。自分

なりの仮説を立てて，長期間の継続的な実験にもとづく研究成果をまとめたものである。ヤママユガ

の飼育から生じた疑問を解明しようと長期間にわたる実験を行い，さらに新たな疑問を見つけ探究を

続けている。実験方法を工夫しながら継続的な研究を行い，発展させているという点で極めて優れた

作品である。 

 



東広島西条町はなぜお酒が有名なのか  ～イースト菌でそのなぞを探る～ 

東広島市立松賀中学校 第１学年 遠藤 尚貴 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

  

＜科学賞委員会特別賞＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・イースト菌（酵母）の増殖は，濁り具合で分かるのではないかと思った。そこで，父に協力しても

らい，濁りの程度を調べるための測定器を自作し，それを使ってイースト菌の増殖の程度を調べた。

また，最も測定しやすい状態になるように，最初のイースト菌や水の量も，色々とテストして決め

た。 

 

○ 分かった点 

・種々の水を用いて，イースト菌の培養を行い，愛媛県西条市と東広島市西条町（白牡丹酒造）の水

の比較も行った。その結果，ミネラル分は，イースト菌の増殖にとても重要であることが分かった。

東広島市西条町の水は，ミネラル分が多く硬度が 88（中硬水）で，愛媛県西条市（45）の倍近くあ

り，イースト菌が増殖し，パンの膨らみも少し大きかった。このことから，東広島市西条町の水は，

お酒の製造に適していることが分かった。 

 

 

○ もっと追究したい点 

・昔，東広島市西条駅付近は，家畜市場があり，その時に地面にしみこんだ，ミネラル分以外の成分

も，イースト菌の増殖に重要と考えられた。今後，水の硬度以外にどのような成分がイースト菌の

増殖に効果を示すのか研究したい。 

 

 

《審査評》 

東広島市西条町がなぜ日本酒の名産地になっているのかという疑問から，他都市との水の違いに注

目した。酒造で使われる水が酵母の増殖に有利であることを明らかにしようと始めた研究である。故

郷の名産品の材料に興味をもちユニークな方法で研究を行った。水のミネラル分が高いほど酵母が増

殖し活発に活動することを確認し，自らの仮説を証明した。工夫をしながら研究を進めており，優れ

た作品である。 

 

 

 



心柱を科学する 

広島大学附属高等学校 第３学年 磯谷 悠太  勝間田 奈於  末原 剛志 

谷上 淳之介 見山 さくら 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

  

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・地震の揺れを再現するための実験装置をゼロから作成したこと。 

・実際の心柱の形状や建物の位置関係を踏まえた実験を行ったこと。 

・データの信頼性を高めるために試行回数を増やしたこと。 

・階層ごとの揺れをグラフ化し可視化することで，揺れの差異を考察したこと。 

 

○ 分かった点 

・心柱の質量が大きいほど，心柱が慣性によってその場に留まろうとすることで，構造物全体の揺れ

が減衰すること。 

・心柱の重心の位置によって構造物に２種類の振幅を持つ周期的な揺れが生じ，その揺れが制振につ

ながっていること。 

・心柱の重心の位置によって，制振効果を発揮する揺れの大きさの閾値が変化すること。 

 

○ もっと追究したい点 

・心柱の重心と制振効果がどのような関係性をもっているのか。 

・心柱の重心以外の条件と制振効果の結びつき。 

 

 

《審査評》 

この研究は，構造物の頂部から吊り下げた心柱の制振作用について興味をもち，構造物のモデルや

振動装置を製作し，心柱の質量や重心の位置によって制振効果に差異が見られることについてまとめ

たものである。文献調査から追究課題を設定し，緻密で理論的な基盤の上に自作の実験装置で精密な

実験を行い，仮説を設定し，論理的に考察しており，信頼性の高い極めて優れた作品である。 

 

 



管内の凹凸と音速変化や音の吸収 

広島県立府中高等学校 第２学年 甲斐 梨花 

《研究作品の概要》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・文献調査から，蛇腹管内の音速は，内管部とcavity部の体積比で決まることがわかった。そこでそ

の比が異なる多くの蛇腹管を自作し，音速を測定した。 

 ・２つのマイク間の通過時間から管内の音速を求める実験では，管端からの反射波が影響してしまう

ことが分かり，その解決策を見つけた。 

 

○ 分かった点 

・蛇腹構造による音速変化は音波の波長に依存する。目安として，波長が内管部の直径の５倍程度以

上のとき，音速は理論値の値前後まで落ちる。逆に，波長が短いほど音速は落ちなくなる。 

・蛇腹管は，cavityの深さの７倍程度の波長の音をよく吸収する。 

 

○ もっと追究したい点 

・不規則な蛇腹構造による音速変化など，管内面の形状変化と音速変化における，より一般的な理論

に発展させたい。 

・音波を分散する技術や特定の波長の音波を吸収する技術に発展させたい。 

 

 

《審査評》 

この研究は，凹凸がある蛇腹管内での音速低下に興味をもち，自作の蛇腹管と様々な音源による音

速測定実験で文献の理論値の精度を考察し，音波の波長が音速低下やエネルギー吸収に関係すること

を解明したものである。先行研究や文献調査から追究課題を設定し，緻密で理論的な基盤の上に自作

の実験装置で精密な実験を行い，論理的に考察しており，信頼性の高い極めて優れた作品である。 

 

 



光学活性テルペン類の立体と抗菌作用 

英数学館高等学校 第３学年 村上 友理  竹井 一騎 

《研究作品の概要》 

 

 

 

  

＜特選＞ 



 

《研究作品のポイント》 

 

○ 工夫した点 

・テルペン類のℓ －メントールは清涼剤や抗菌剤として用いられているが，ℓ －メントールの光学異

性体である d －メントールには清涼感がなく，抗菌作用の報告もないので，d －メントールの抗菌

作用を調べるためにいろいろな菌を用いて実験を行った。 

 

○ 分かった点 

・d －メントールでも，手の常在菌や大腸菌に対する抗菌作用があることが分かった。さらに，水酸

基を有するテルペン類の３－ピナノールには，メントール以上の抗菌作用があることを見い出した。 

 

○ もっと追究したい点 

・市販の消毒用エタノールと３－ピナノールの組み合わせにより，強い抗菌作用を有する消毒剤がで

きる可能性があるので追究したい。 

 

 

《審査評》 

d －メントールの抗菌作用の有無に興味をもったことをきっかけに，テルペン類の抗菌作用につい

て調べてまとめたものである。実験結果を基に仮説を立て，適切な検証実験を行い，論理的に考察し

ている，極めて優れた作品である。 


